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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

 陸 上 競 技７ 種 目 の 女 子 アス リ ー ト ２名 、 運 動 習慣 の 無 い 同年 代 の 女 子２ 名 （ 非 アス リ ー ト ）の 血

糖 変動 を ２ ４ 時間 モ ニ タ リン グ す る 測定 器 （ FreeStyle リブレ）を用い て 2024 年 11 月 中 の 14 日 間 観察

し た。 ま た 、 同時 に 観 察 期間 中 の 食 事摂 取 量 （ 内容 ）、 活 動 量（ 歩 数 等 ）、体 重 変 化 も観 察 し た 。 4 名

と もこ れ ま で 耐糖 能 異 常 を指 摘 さ れ たこ と は 無 かっ た 。 結 果、 非 ア ス リー ト の ２ 名は 観 察 期 間中 の

食 事摂 取 量 は ほぼ 同 量 で 、飲 酒 機 会 は無 く 、 体 重変 化 も 無 かっ た 。 空 腹時 血 糖 値 は 90％ 以 上 が 80 -
100mg/dl 内 、 食 後 2 時 間 の血 糖 値 は 120-140mg/d l 内で 、 平 均 血 糖値 は 97mg/dl で あ っ た。 と もに

耐 糖能 正 常 者 の血 糖 値 で ある こ と が 観察 さ れ た 。低 血 糖 値 （ 70mg/d l 以 下 ） は 全体 の 1.35%（ 最低

値 57mg/dl）、 高血 糖 値 （ 140mg/dl 以 上 ）は 全 体 の 0.25%認 め た （ 最 高 値 148mg/dl）。一 方 、 アス リ

ー ト者 の 1 日 の 食事 摂 取 量 は 2000〜 2500kca l で あり 、 体 重 の変 化 は±1.5%で あ っ た。 空 腹 時 血 糖

値 の 90%以 上 は 80 -100mg/d l 内 、食 後 2 時 間 の 90%以 上 の 血糖 値 は 120-140mg/d l 内 で、 平 均 血糖

値 は 99mg/dl で あ り、 耐 糖能 正 常 者 の血 糖 値 が 観察 さ れ た 。低 血 糖 値 (70mg/dl 以 下 )は 1.3%（最 低

40mg/dl）、 高 血 糖 は全 体 の 3.1%認 め た （最 高 203mg/dl）。以 上 か ら 耐 糖 能正 常 で あ るア ス リ ー トと

非 アス リ ー ト では 血 糖 値 の日 内 変 動 に差 が 出 る こと が 示 唆 され た 。 ま た、 血 糖 変 動差 を 観 察 する

と 、低 血 糖 の 割合 は ア ス リー ト 、 非 アス リ ー ト とも 同 程 度 に認 め ら れ るが 、 高 血 糖の 割 合 が アス リ

ー トで 高 く な るこ と が 判 明し た 。  
 非 アス リ ー ト  ア スリ ー ト  
低 血糖 （ ％ ）  1 .35  1 .3  
高 血糖 （ ％ ）  0 .25  3 .1  

 
ア スリ ー ト に おい て 高 血 糖の 割 合 が 高か っ た こ とか ら 、 ア スリ ー ト の 生活 活 動 と その 間 測 定 され た

血 糖値 の AUC(area  under  curve )と の 関 連性 に つ いて 検 討 し た。 夕 食 開 始か ら 2 時 間 後ま で の 最も

血 糖値 が 高 く なる 時 間 帯 につ い て 検 討し た と こ ろ、 図 に 示 すと

お り、 練 習 日 より も 休 養 日（ 練 習 休 み） の 方 が 血糖 値 が 高 くな

る 傾向 に あ っ た（ 優 位 差 なし ）。 そ こ で、 競 技 大 会前 後 の 休 養

日 の夕 食 時 の 血糖 値 を 観 察し た と こ ろ、 興 味 深 いこ と に 、 競技

大 会前 の 休 養 日と 大 会 後 （オ フ 日 ） の休 養 日 の 夕食 に お け る血

糖 値が 優 位 差 を持 っ て 高 くな る こ と が明 ら か と なっ た （ 詳 細な

検 討は 現 在 進 行中 で あ り 、正 確 な 糖 質の 摂 取 量 は現 在 解 析 中で

あ る ）。  
 
以 上の こ と か ら、 大 会 前 のア ス リ ー トは 高 血 糖 を誘 導 し や す

い 状況 に あ る こと が 示 唆 され た 。 こ のこ と は 競 技大 会 に 臨 むア

ス リー ト の 精 神状 況 や 、 練習 量 ・ 内 容、 運 動 ス トレ ス に よ る交

感 神経 緊 張 状 態な ど が 影 響す る こ と が考 慮 さ れ た。 本 研 究 によ り 、 ア スリ ー ト の 血糖 変 動 に 影響 を

及 ぼす 要 因 に つい て 、 今 後更 な る 検 討を す る こ とに し た 。  

【研究成果発表方法】 

令和 7 年度卒業論文、研究発表会において発表する予定である。 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


